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取扱説明書 


□I Made for 

由 iPod 








ま全上のご注意 


■ ご使用前に、この「安を上のごま意」をよくお読みの上、正しくお使いください。また、お 
読みになった後は大切に保管してください。 

■ ここに示したま意事項は、お使いになる人や、他の人へのを害、財産への損害を未然に防ぐ 
ための内容を記載していまずので、必ずお守りください。 

:欠の表示の区分は、表示内容を守6ず、誤った使用をした場合に生じるを害や損害の程度を 
説明していまず。_ 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死 t または重傷を負ラ巧’ 

能性が想定される」内容です。 


意 


次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明していまず。 


禁止（してはいけないこと）を示す記号です。 


分解してはいけないことを示す記号です。 


濡れた手で巧ってはいけないことを示す記 
号です。 

水がかかる場所で使用したり、水に濡目し 
たりしてはいけないことを示す記号です。 


t 付属品 W がの電源コードは使用しない。 

火災の原因になることげあります。 



この表示は、取0扱いを誤った場合、「傷害を負ラ可能性が想定 
される場合および物的損害のみの発生が想定される」内容です。 




触れてはいけないことを示ず記号でず。 


〇 


指示に基づ<行為の強制（必ず実行してい 
ただくこと）を示す記号です。 


を 


電源プラグをコンセントか6抜いていただ 
くことを示す記号です。 


A 警告 


雷が鳴りはじめた5、電源プラグには触れない。 


® 感電の原因になります。 


t 付属品の電源コードを他の機器に転用しない。 

火災の原因になることびあります。 

日本国外で使用しない。 

'本製品は国内仕様になっていますので、海外では 
ご使用になれません。曰本国外での使用は、火災- 
感電や故障の原因となります。 

t 船牠などの直流 （DC) 電源には接続しない。 

火災の原因にな0ます。 

t 電源コードを束ねた状態で本機を使用しない。 

火災-感電の原因になります。 

I電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に 
I曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱し 
たりしない。 

感電の原因にな0ま 

I電源コードが破損した場合（お線の露出や断線 
^よど）には、販売店または牌社東京サービスセ 
ンターに交換（有償）を依頼する。 

そのまま使用すると火災-感電の原因にな0ます。 

タコ足配線しない。 

‘ 発熱により火災-感電の原因にな D ます。 

テーブルタップ（延長コード）を使用しない。 

‘発熱によ0火災-感電の原因にな D ます。 


0 


電源コードの上に重いものをのせたり、電源 
コードを本機の下敷きにしない。 

電源コードび破損し、火災•感電の原因になります。 

A 煙が出る場含、異常なにおいや音がずる場含は、 
^すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか 
6抜く。 

煙び出なくなるのを確認して販売店または弊社東 
京サービスセンターに修理を依頼してください。 

水道の蛇□付近や風呂場などの濡れている場所 
や水気のをい場巧では使用しない。 

火災-感電の原因にな D ます。 


0 


〇 




本機の巧部に水などび入った場合は、本機の電 
源を切り、電源プラグをコンセントか5抜いて 
販売店または薛社:東京サービスセンターに点お 
を依頼する。 

そのまま使用すると火が-感電の原因になります。 

本機の巧部に異物を入れない。 

万一、本機の内部に異物び入った場合は、本機の 
電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて 
販売店または弊社東京サービスセンターに点検を 
ご依頼ください。そのまま使用すると火災•感電 
の原因とな0ます。 





































安全上のごま意 


0 アルコール-シンナーなどの引火性溶剤の近く 
に設置しない。 

引火性溶剤び本機内部の電源部品などに接触する 
と、火災や感電の原因になります。 

® 分解や改造をしない。 

感電の原因にな D ます。 

調理台や加湿器の近くなど油煙や湯気があたる 
場所に設置しない。 

火災-感電の原因になることびあります。 

直射日光があたる場所や、温度が異常に高くな 
る場所（暖房機のそばなど）に設置しない。 

キャビネットや内部回路に悪影響び生じ、火災の 
原因になることびあります。 


I A オーディオ機器を接続するときは、それぞれの 
! W 機器の取扱説明書に従い、指定のケーブルを使 
I 用して接続する。 

指定];!がのケーブルを使用すると発熱し、やけど 
の原因になることびあります。 


(§) 


濡れた手でコンセントを抜き差ししない。 

感電の原因にな0ます。 


g 長期間本機を使用しないときは、電源プラグを 
巧らコンセントか6抜く。 

火災-感電の原因になります。 


0 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っぱ 
5ない。 

電源コードび破損して火が-感電の原因になるこ 
とがあ0ます。 


〇 電源プラグは、コンセントの根元まで確実に差 
し込む。 

' 電源プラグを正しく差し込まずに本磯を使用する 

I と、火災や感電の原因になります。 

〇 電池は極性表示（プラス+とマイナスー）に 
従って、正しく入れる。 

! 間違えると破裂や液われにより、火災やけびの原 

因になります。 


0 指定 LU がの電池は使用しない。また、種類の臭 
なる電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使 
! 用しない。 

I 破裂や液ちれによ0、火おやけがの原因にな0ま 

I す。 

電池と金属片を一緒にポケットやバッグなどに 
入れて携帯、保管しない。 

I 電池びショートし、破裂や液ちれにより、火災や 

I けがの原因とな D ます。 


^電池を加熱•分解したり、乂や水の中へ入れな 

破裂や液われによ0、火災令けがの原因とな0ま 
す。 


0 音び重んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因になることがあ 
0ます。 


0 電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれによ0火災令けびの原因にな 
0ます。 

Q 電池か6もれ出た液には直接触れない。 

液び目や口に入ったり、皮膚についたりした場合 
はすぐに水で洗い流し、医師に相談してください。 

0 ポート（背面開□部）に手を入れない。 

感電やけびの原因にな0ます。 


Q 本機の上には、花瓶•植木鉢•コップ‘化粧品- 
薬品-ろラそくなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火災や感電の原因になり 
ます。接觸面び経年変化を起こし、本機の外装を 
損傷する原因になります。 


を意 


〇 使い切った電池は、すぐに電池ケースか5取り 
出す。 

破裂や液ちれによ0、火がやけびの原因となりま 
す。 


〇 使い切った電池は、自治体の条例または取りミ夫 
めに従って廃棄する。 


Q ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこ0の堆積によりショートして、火災や感電の 
原因にな0ます。 

不安定な場所や振動する場所には設置しない。 

本機び落下や転倒して、けびの原因にな0ます。 


Q スピーカーの底面積より狭い場所や傾斜のある 
場所には設置しない。 

スピーカーび落下や転倒して、けびの原因になり 
ます。 


^ 移動するときには電源スイッチを切り、すべて 
^ の接続を外す。 

接続機器び落下や転倒して、けびの原因になりま 
す。コードが傷つを、火災や感電の原因になります。 

Q 大きな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴覚障害の原因となります。 

Q ひび割れ、変形、または接着剤などで補修した 
ディスクを使用しない。 

ディスクは機械内で高速回転しますので、飛び散つ 
てけびの原因にな0ます。 


Q 薬物厳禁 

ベンジン.シンナー. 合成洗剤等で外装をふか 
ない。また、接点復活剤を使用しない。 

列装び傷んだり、部品び溶解することびあります。 


3 
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ち< じ 
はじめに 


本機の特長 
付属品 .... 


各部の名称とはたらき 


前面 . 

ち側面 . 

背面（アンプ部） . 

背面（コント□ーラー部) 
U モートコント□ール.. 
スピーカー . 


ご使用前の準備 


スピーカー 、 Bridge II ドッキング 
ステーシヨン、アンテナ、外部機器、 

電源ケープルを接続する . 

時計を合わせる . 


昼本的な使い方 


電源をオンにずる . 

音量を調節する . 

再生するソースを切り替える 


CD を再生する 


再生を開始する . 

再生を一時停止する . 

再生をスキップする-早戻し/早送0 

す3 . 

ランダム再生ずる . 

再生を停止する . 

残り時間、 CD 全体の経過時間、 

残り時間を表示ずる . 


US 己デバイスを再生する 


再生を開始する . 

再生を一時停止する . 

再生をスキップする-早送り/早戻し 

する . 

ランダム再生ずる . 

再生を停止する . 


iPod を再生する 


Bridge II ドッキングステーシヨンに 

お手持ちの iPod をセットずる . 20 

U モートコント□-ルで iPod を 

コント□-ルずる . 21 

ランダム再生ずる . 21 


FM ラジオを聞< 


放送局を受信ずる . 22 

お気に入りの放送局を登録ずる . 22 

登録した放送局を削除する . 22 


プ□グラム再生をおこなラ 


プレイ U ストを作成ずる . 23 

プ□グラム再生を停止する . 23 

プレイ U ストを確認ずる . 23 

プ□グラム再生を終了する . 23 

プレイ U ストを編集ずる . 24 


タイマー機能を使う 


ス U - プタイマーを使う . 2已 

タイマー再生機能を使ラ . 2已 

タイマー再生を解除ずる . 27 


1ンコント□-ル 

28 

その他 

29 


システムのバージヨンを確認ずる . 29 

システムを U セツトずる . 29 

本機のお手入れについて . 29 


田 


主な仕様 


► 本書にごいて 


リモートコント□ールでの操作を中むに説明されて 
います。本体での操作については曰ページをご覧 
<ださい。 

本書に記載されている内容は、製品改良のため予告 
なく変更することがありますのでご了承ください。 


己已 


16 7 7 8 9 


2 4 


I 已己已 


回 


6 6 


6 7 7 
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8 8 


8 8 9 


























































はじめに 


本機の特長 


♦ 美しいボディシエイプ 
♦ 本格 2 Way ステレオ スピーカー 
♦ 曰已 W X 2の大出カアンプ 

♦ iPod 、 US 目ストレージ、 CD 、 FM に対応 

♦ 2種類の設定ができるアラームク□ック 
♦ 高い拡張性の外部入出力端子 

♦ iPod のメニュー操作ち可能なリモコン 


@ 


Made for 

iPod 


「Made for iPod 」 とは、 iPod 専用に接続するよラ 
設計され、アップルが定める性能基準を満たしている 
とデべ□ッパによって認定された電子アクセサリであ 
ることを 7 JT します。 


■ 付属品 

お使いになる前に、切下の付属品がすべて揃っていることをご確認ください。 




□ 電源ケープル 


□ FM アンテナケーブル 



□ スピーカーケーブル (2 m X 2) 


□ 曰本語取扱説明書（本冊子） 

□保証書（日本国内1年保証、箱に添付） 




ステーション* 

Bridge II ドッキングステーシヨンは J 目 L SAS ] 00 SU には付属しません。 



已 






























各部のを赖とはた 3 を 


3 


前面 


ディスプレイ 

時 tj ; 表おやメッセージを2巧の表示部に 
表のします。 


本体の前面ノ くネルはタツチ操作を 
おこないます。操作アイコンに優 
しく輔れてください。 


下図を 


6 (電源オン/ 
スタンバイ） 

本機の電源をオン/オフ 
(スタンバイ）します。 
電源を完全に切るには 
電源コードを振いてくだ 
さい。 



CD ス□ット 

対応する CD を挿入します。 

CD を取り出すときはちの A ボタンを押します。 


►/II (再生/一時停止） 

CD や US 臣デ J (イス、 iPod の再生を開始または一時停止します。 


14^/4^(スキップ） 

CD 、 US 巨デバイスまたは iPod を再生 
しているとさに、再生中のトラック/前 • 
のトラック/次のトラックの開始位置に 
スキップしたり、早戻し/早送りをしま- 
す。 

FM ラジオ使用時に、プ U セット局を選 
んだり、放送局をスキヤンします。 


►/II 




■ (停止） 

CD や US 巨デバイス 、 iPod 
の再生を停止します。 


A (イジエクト） 

CD を取り出します。 


广 ごミま意- 

I • US 巨端子には、口 od や iPhone 、 コンピュータや周辺機器等は接続しないでください。 






































各部の名称とはた！ 5 さ 



も側面 


USB 端子 

US 巨デバイスを接続します。 

この端テに接続した機器を再生するときは、 
USB A を入カソースに選びます。 

LINE IN (アナ□グ入力端子） 

市販の3.已 mm ステレオ5ニプラグ付を 
ケーブルを使って外部機器を接続します。 
この端テに接続した機器を再生するときは、 
Line Input を入カソースに選びます。 

へッドホン端子 

へッドホンを接続します。 

ヘッドホンを接続している間は、本機のス 
ピーカーか5は音声び出力されません。 



背面（アンプ部） 


AC 電源入力端子 

AC 電源ケーブルを接続します。 


IJ ボンケーブル接続端子 

付属の接続用 U ボンケープルをこの端テとコン 
卜□ーラー部の U ボンケーブル接続端テに接続 
して < ださい。 

このケーブルは、コント□ーラー部か日アン 
プ部にオーディオ信号を通し、アンプ部から 
コント□ーラー部に AC 電源を供給します。 



弊社では高性能スピーカーケープルも用意しております。弊社東京サービスセンター 
までご連絡ください。 


广 ごを意- 

I リボンケープルび破損した場合は本機の使用を中止し、弊社東京サービスセンターへご連絡ください。 





















































背面（コント□—ラー部） 


USB 端子 

US 巨デバイスを接続します。 

この端テに接続した機器を再生するとをは、 
USB B を入カソースに選びます。 


FM アンテナ端子 

付属の FM アンテナケーブルを 
接続します。 


光/同卽デジタル音声入力端子 

入力に対応するソースデバイスの光/同軸デ 
ジタルオーディオ出力を接続します。 


アナ□グ音声出力端子 

オーディオレコーダーのアナ□グオーディオ入力 
などに接続します。 

本機に接続して再生しているソースは、この端子 
か b 音声信号び出力され、録音でさます。 



U ボンケーブル接続端子 

付属の接続用 U ボンケープルをこの端テと 
アンプ部の U ボンケーブル接続端テに接続 
して < ださい。 


Bridge II 入力端子 

Bridge II ドッキングステーシヨ ン 
を接続し、 iPod を接続します。 


同卽デジタル音声出力端子 

デジタルオーディオレコーダーの同軸デジ 
タルオーディオ入力などに接続します。 

本磯に接続して再生しているソースは、 
この端子から音声信号び出力され、録音で 
をます。 


TV 、 AUX アナ□グ音声入力端子 

テレビやその他機器のアナ□グ音声出力端子に 
接続します。 

TV 入力端テに接続した機器を再生するとをは 
TV Input、AUX 入力端子に接続した磯器を巧 
生するときは Aux Input を選択します。 

Phono 入力端子 

MM 式のレコードプレーヤーに接続します。 
その他のレコードプレーヤーを接続しないでく 
ださい。また MM 式のレコードプレーヤーを 
他の入力端テに接続しないでください。 

この端子に接続した機器を再生するとをは、 
Phono I叩 ut を入カソースに選びます。 


-ご注意- 

-本機はアナ□グ音声をデジタル音声出力に変換したり、デジタル音声をアナ□グ音声に変換して録音でをます。 

- iPod 再生時にはデジタル音声出力端子か5は音靑は出力されません。 

-音声ソースのコピーなどに関しては营作権などにご配慮ください。 

- U ボンケーブルび破損した場合は本磯の使用を中止し、弊社東京サービスセンターへご連絡ください。 

- RS232C 端子および UPDATE スイッチには手を触れないでください。 

•US 巨端子には、 iP 日 d や iPhone、 コンピュータや周辺機器等は接続しないでください。 

-ミュート時や音量び-8日服帰低）に設定されていると刮ま、アナ□グ音靑出力端子か日は音声は出力されません。 





















































t リモートコント□—ル 


各部の名称とはた S さ 



の© 電源ボタン 

本機の電源をオン/オフ（スタンバイ）します。 

③ ソース セレクターボタン 

入カソースを選択します。 

Disc ボタン 

CD を再生します。 


USB ボタン 

US 目デバイスを再生します。押すたびに USB 
A / 目を切り替えます。 


-^dge J Bridge II ボタン 

巨 rid 呂 e II ドッキングステーションに接続した 
iPod を再生します。 


Radio ボタン 

FM ラジオを再生します。 

民 sJ Line in ボタン 

アナ□グ入力を再生します。巧すたびに LINE 
IN 、 TV 入力端子、 AUX 入力端子、 Phon 日入 
力端子を切り誓えます。 

Ijsd Digital in ボタン 

デジタル入力を再生します。巧すたびに同軸デ 
ジタル入力1/2、光デジタル入力1/2を切 
り誓えます。 

③ 己 ack ボタン 

iP 日 d 再生中や設定ニューで押して、一つ前の 
方ニューに戻ります。 

④ ナビ ゲーシヨン ボタン 

iP 日 d 再生中にコンテンツを選択したり、設定六 
ニューで設定を選択して、起!$)で決定します。 

⑤ Clear ボタン 

現在のラジオのプ U セツトやプレイ U ストのエ 
ントリーをク U アします。 

⑥ Eject ボタン 

CD を挿入しているときに巧して、 CD を取り出 
します。 

③ Mode ボタン 

FM ラジオ再生中に押して、ステレオ再生と 
モノラル再生を切り誓えます。 
































































































































各部の名称とはた 6 さ 


感再生コント□—ルボタン 

再生しているソースによって機能が変わります。 
詳しくは16ページ降をご覧ください。 

@ Preset/Folder +/— ボタン 

FM ラジオ再生中はプ U セット局を選択します。 
US 目デバイスや CD 再生中はフオルダを選択し 
よす 。 

@ ©Mute ボタン 

音声をミュートします。わラー度巧すと S ュー 
卜が解除されます。 

本体をオフにすると^ュートは解除されます。 

⑩ 数字 キー 

CD のトラック番号や FM ラジオのプリセット 
番号を入力します。また、時計やアラーム時間 
の調整に使用します。 

+1日/-1日ボタン 

多数のトラックがあるとをに、1日ずつ前/後 
のトラックを選択します。 

® y 音量調節ボタン 

音量の調節をします。長巧しすると音量を早く 
上下させることがでをます。 

@匿 id Auto Store ボタン 

ラジオの放送局を自動でサーチしてプリセット 
に登録します。 

@匿^ Random ボタン 

CD や iPod のランダム再生をオンにします。 

© Check ボタン 

プレイ U スト再生中に巧すと、プレイリストに 
登録されている曲を表示します。 


@ 1=^^^ Pro 旨 / Mem ボタン 

プ□グラム再生やラジオのプ U セツトに使用し 
ます。詳しくは22ページや23ページをご覧 
<ださい。 


⑩ I In ゎ I Info ボタン 

使用しません。 

® Time ボタン 

オーディオ CD 再生中に押して、トラックの経 
過時間や CD の経過時間、 CD の残0時間を表 
のレます。 


@ Display ボタン 

長巧しするたびに、ディスプレイの明るさが r 明」 
^「暗」^「消」と切り替わります。 


@ Settings ボタン 

時刻設定、アラーム設定およびトーンコント□一 
ルなどに使用します。詳しくは14ページ、2已 I 
ページ、28ページ、29ページをご覧ください。： 

@ © Sleep ボタン 

ス U —プ機能を設定します。詳しくは14ペー 
ジをご覧ください。 


► を電池をセツトずる 

乾電池ケース内部の指示に従ってプラスとマイナスを 
正しくセットしてください。 



乾電池カバーには表裏があります。 J 目 L □ゴがある i 
ほラを上に向けてカバーを閉じてください。 

► リモートコント□ールのほい方 

本機のリモートコント□ール受光部に向けて使用しま： 
す。 i 

リモートコント□ール受光部は本体コント□ーラー部 i 
のち部分にあります。 



















































I " スピーカー 

► 正面 


各部の名称とはた S さ 


スピーカーは JBL SAS 100 SU には付属しません。 

► 背面 


グリル固定用巧 


グリルを取り付けるとさにグ U ルの突起を 
差し込みます。 




► グリルを取り付ける 



⑩ @ 


入力端子 

付属のスピーカーケープルを使って、 
本機アンプ部と接続します。赤色の端 
子び+端子、黒色の端子び一端子です。 
ノてナナプラグに対応しています。 


リアポート 


お好みに応じて、付属のグリルを取り付けることがで 
さます。 


①グリル四隅の突起をスピーカーのグリル固 
定用巧に差し込むよラにして取り付けまず 

グリルには上下があります。図のよラに丸形の骨 
組みが上になるよラにして取り付けてください。 



广 ご注意- 

-スピーカーは、リアポートと壁に挟まれた空間を利用して 
低音を増幅します。 U アポートをふさびないでください。 
また、お好みに応じてスピーカーと壁との距離を調整して 
ください。 

-スピーカーユニットはとてち繊細な部品です。絶対に手を 
触れないで < ださい。 

-ご購入時、入力端子にはプ□テクターびささっています。 
振いてか日ご使用ください。 
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ごほ用前の準備 


スピーカー *、 Bridge II ドッキングステーシヨン*、アンテナ、 
か部機器、電源ケーブルを接続ずる 

* スピーカー、 Grid 旨 ell ドッキングステーシヨンは JBL SAS 1 OOSU には付属しません。 

► 背面 

必ずな下の順まで接続して < ださい。 


回 闷回 


回 


面 


画 


①コント□-ラーとアンプを積み重ね、② FM アンテナを接続しまず 

付属の接続用リボンケーブルでそれぞれ FM アンテナ端テの中央の針状の突起に付属の 

のリボンケーブル端子を接続しまず FM アンテナヶーブルのコネクターを接続して 

U ボンケーブルのコネクターの突起び端テの < にごい。 

溝に合ラよラに接続してください。 


r 










































































ご使用前の準備 


⑤ Bridge II ドッキングステーシヨンを接 
続しまず 

JBL SAS 1 日日 SU には目 rid 呂 e II ドッキングス 
テーシヨンは付属しません。 

Bridge II 端テと目 rid 旨 e II ドッキング ステーシヨ 
ンのケーブルのコネクターの向をにを意して 
接続してください。 



④お手持ちの才ーデイオ機器とアナ□グ 
才ーディオケーブルを用いて接続しまず 


お手持ちのオーディオ機器に搭載されている 
出力端モに応じて、下を参照して接続して< 
ださい。 

3.5 mm アナ□グ出力端子がある場合 

市販のステレオ S ニケーブルを使用してお使い 
のオーディオ機器と本機コント□ーラー部ち側 
面の LINE IN 端子を接続してください。 

RCA アナ□グ出力端子がある場合 

市販の RCA アナ□グオーディオケーブルを使 
用してお手持ちのオーディオ機器と本機コント 
□ーラー部背面の TV 入力端子または AUX 入 
力端子を接続してください。 

L チャンネルを白色の端子、 R チャンネルを赤 
色の端子に接続します。 

MM カートリツジのレコードプレーヤー 
をお使いの場合 

市販の RCA アナ□グオーディオケーブルを使 
用してお手持ちのレコードプレーヤーと本機コ 
ント□ーラー部背面の Phono 入力端子を接続 
してください。また、市販のアース線を使用して、 
本機 Phono 入力端子の隣の GND 端子に接続 
してください。 

MM がのカートリツジをお使いの場をは絶対 
に接続しないでください。 

L チャンネルを白色の端子、 R チャンネルを赤 
色の端子に接続します。 

レコードプレーヤーにライン出力端子がある場 
含は、市販の RCA アナ□グオーディオケーブ 
ルを使用して本機コント□ーラー部の TV 入力 
端子または AUX 入力端子を接続してください。 


⑤ お手持ちの才ーディオ機器とデジタル 
オーディオケーブルを用いて接続しまず 

市販のデジタルオーディオケーブルを使用して 
お手持ちのオーディオ機器と本機コント□一 
ラー部背面の光/同軸デジタル入力端テを接続 
して < ださい。 

⑥ お手持ちの才ーディオ機器とアナ□グ 
オーディオケーブルまたはデジタルオー 
ディオケーブルを用いて接続しまず 

市販のデジタルオーディオケーブルまたは市販 
のアナ□グオーディオケーブルを使用して、お 
手持ちのオーディオ機器の入力端子と本機コン 
卜□ーラー部背面のアナ□グ音声出力端子や同 
軸デジタル音声出力端子を接続します。 

本機で再生している音声を録音することがでを 
ふ9 〇 

⑦ スピーカーを設置し、接続しまず 

」目 L SAS 1 日日 SU の場合は、別売りのスピー 
カー (JBL SAS 100 SP ) または市販のスピー 
カーを使用してください。 

スピーカーを 設置する隙は、左ちの スピーカー 
と普段音声をお聞さになる位置が正： E 角形にな 
るよラに、壁からかし離して設置します。 

また、お聞をになる体勢での耳の高さとスピー 
カーの高さが同じくらいになるよラに設置しま 
す。 

付属のスピーカーケーブルを使用してスピー 
カーの入力端子と本機アンプ部背面のスピー 
カー出力を接続します。正しい極性 （+ 端子に 
は白色ケーブル、一端子には黒色ケーブル）で 
接続してください。 



本機はバナナプラグに対応しています。 

ご注意- 

スピーカーをアンプに接続する隙は、必ず電源を切ってか 
b 作業をおこなってください。電源び入れられたまま接続 
をおこなラと、アンプやスピーカーを破損する恐れびあり 
ます。 

端テの金属部びケーブルの皮膜を岐まないよラご注意くだ 
さい。接触不良により音び出なくなる場合びあります。 
また、ケーブルの導線部同±び接輔し、ショートする恐れ 
びありますので、皮膜を長く剔をすざないよラにご注意く 
ださい。 


⑥電源ケーブルを接続しまず 

付属の電源ケーブルを本機アンプ部背面の電源 
端テに接続したのち、プラグを壁のコンセント 
に接続してください。 















ご使用前の準備 


► も側面 





PHONES 



ポータブルオーディオプレーヤー 

再生するには入カソースに Linue Input を 
選択します。 


へッ ドホン 

ヘッドホンを接続している間は、本機の 
スピーカーか5は音声び出力されません。 


I 時計を合わせる 
► 時刻を合わせる 

① @を押して、本機の電源をオンにしまず 

② 控を押して、設定 メニ ユーをデイスプ 
レイに表示させます 

③ 〇/〇 を押して 「Time Setup 」 を表 
示させ、を岐を押しまず 

「 Clock 」 が表示されます。 

④ 0 を押して Ket clock 」 を表示 
させ、 をが を押しまず 

「Set Time 」 が表示されます。 

⑥ （ g ) を押して、数字ボタンで現在の時刻 
を入力しまず 

時刻を4巧の数字で入力します。 

例：12:34 一「1234」と入力します。 

⑥ （ g ) を押して、保存しまず 

► 12/24時巧表巧を切り替える 

⑦ 0 を押して ["Set 12/24 hour 」 

を表示させ、 （ g ) を押しまず 

⑧ 〇/〇 を巧して、12時間表示「12 
hour 」 と24時間表示に4 hour 」 を選 
びまず 

⑨ 垣を を押して、保をしまず 


► 曜日を合わせる 

⑩0を押して 「Set Day 」 を表示 
させ、粗多を押しまず 

⑩〇/〇を押して、曜曰を選びまず 

⑩を巧して、保存しまず 

► 時計表示の On / Off を切り替 
える 

電源をオフにしたとさの時計表示の On / Off を切り 
誓えます。 

® を押して 「 Clock 」 を表示させ、 

^を押しまず 

© をミ)を押して、し；/0を押して時計 
表示の On / 0斤を切り替えまず 

吸をミ)を押して、保をしまず 

⑩を吕回押して、再生画面に戻りま 
ず 


⑩を押しまず 

「Time Setup 」 が表示されます。 
























基本的なほい方 


I 電源をオンにずる 

①©を押しまず 

本機の電源がオンのと去は、本体の表示と音量つ 
まみが白く点好します。 


► 電源をスタンパイにずる 

①©を押しまず 

广 ご注意- 

本機はスタンバイ中ち電力を消費します。電源を完全に遮 
断するとをは、電源プラグをコンセントから损いてくださ 
し、。 


I "直量を調節ずる 

①^ を押しまず ► —時的にミュート（消音）する 

龍は- 80 dB (最ル）か 6 +lOdB (最大）の ^ 

間で調節できます。 の を}甲しまず 

-ディスプレイに 「 MUTE 」 と表示されます。 

. 再度®を巧すと5ユートが解除されます。 


I "再生ずるソースを切り替える 

①ソースセレクターボタンを押しまず 

- US 目デバイスを再生するとき、を押すたびに入力が 
USB A (ち測面の USB 端子）一 USB B (背面の USB 端子） 

の順に切り替わります。 

-アナ□グ音声入力端テに入力された音声を再生すると壬、 usssJ を押すたびに入力が 
Aux Input (背面の AUX 入力端子）一 TV Input (背面の TV 入力端子）一 
Phono Input (背面の Phono 入力端子）一 Line Input (ち測面の LINE IN 入力端子） 

の順に切り替わります。 

-デジタル音声入力端子に入力された音声を再生すると去、ピ^を押すたびに入力が 
Coaxial 1(背面の Coaxial 1入力端子）一 Coaxial 2 (背面の Coaxial 2入力端子）一 
Optical 1(背面の Optical 1入力端子）一 Optical 2 (背面の Optical 2入力端子） 

の順に切り替わります。 

- CD を挿入したときは、自動的にソースが CD に切り替わります。 

-電源を入れると、前回電源を切ったときに再生していたソースを再生します。 

各ソースごとの操作については、の各ページをご覧ください 
- CD を再生する-^次ページ 
- US 目メディアを再生する一]8ページ 
- iPod を再生する一20ページ 
- FM ラジオを再生する-^ 22ページ 















CD を再生ずる 
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再生を開始ずる 

①印刷面を上にして CD ス□ットに CD を 
挿入しまず 



ディスプレイにトラック数と CD 全体の時間が表 
示されます。 


⑨を押しまず 

ディスプレイに経過時間が表示されます。 

► 巧応 する CD 

-オーディオ CD 
- CD-R 
- CD-RW 

- MP 3 /WMA ファイルが記録されたディスク 


再生を一時停止ずる 


①を押しまず 

再度1=^を巧すと、一時停止したところか S 再生が再開します。 


再生をスキップずる-早戻し/早送りずる 


①し sJ/C 二 J を押しまず 

-を長巧しして、再生中のトラックを早戻し/早送りします。 
-巨里」を巧すと、次のトラックの先頭にスキップします。 

-^23を巧すと、再生中のトラックの先頭にスキップします。 

-巳^を短く 2回巧すと、前のトラックの先頭にスキップします。 


-ごミち意- 

トラックをまたいだ早戻しは 
でをません。 


► オーデ イオ CD について 

-数字ボタンを押して、トラック番号を指定してスキップすることができます。 

-トラックが10じ(上あるとき、+10/-10ボタンを押して、10個後/前のトラックの先頭にスキップし 
ます。 


► データ CD について 

- WMA / MP 3 をフオルダに分けて CD に記録しているとき、 怕5品帕( を押してフオルダを選びます。 


-また、数字ボタンの+10/ -10 ボタンを押して、フォルダ内のファイルをすばやくスキップできます。 


























CD を再生する 


ランダム再生ずる 

① を押しまず 

ディスプレイにピが表示されます。 

再度を巧すと、ランダム再生は解除されます。 


1" 再生を停止ずる 

①口を押しまず ►CD を取り出す 


ディスプレイに CD のトラック数と CD 全体の時 
間が表示されます。 


① ^を押しまず 

CD ス□ットち側のイジェクトボタンに触れて 
CD を取り出すことちできます。 


1" 残り時間、 CD を巧の経過時間、巧り時間を表示ずる 

オーディオ CD の再生中のみ使用で去ます。 

① を繰り返し押しまず 

ディスプレイ表示が 

経過時間^残り時間*- CD 全体の経過時間^ CD 全体の残り時間 
の順に切り替わります。 


► データ CD について 

-本機が対応する MP 3/ WMA ファイルは拟下のとおりです。 



ビットレート 

サンプリング周波数 

お張子 

MP 3 ファイル 

32/44.1/48 kHz 

3吕〜3吕 0 kbps 

. mp 3 

WMA ファイル 

32/44.1/48 kHz 

64〜1 92 kbps 

.wma 


- MP 3 / WMA ファイル名には必ず対応する拡張テをつけてください。 

-著作権保護されたファイルは再生で去ません。 

-対応する MP 3 / WMA ファイル L ソがのデータが記録されていると再生でさないことがあります。 
-巧応する MP 3 /WMA ファイルであってち本機で再生できないことがあります。 

-一つのフオルダ内のフオルダと トラックの 数は、最大 日日日日 曲こ制限されます。 

-お使いのパソコンによっては、トラック数が正しく表示されないことがあります。 















USB デバイスを再生ずる 
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I 再生を開始ずる 

①本機コント□ーラー部背面やち側面の 
USB デバイス端子に USB デバイスを接 
続しまず 

ファイルの合計数がディスプレイに表示されま 
す。 

⑨ を押しまず 

ディスプレイに経過時間が表示されます。 


再生を一時停止ずる 


① を押しまず 

再度を巧すと、一時停止したところから再生が再開します。 


I 再生をスキップずる•早送り/早戻しずる 

① を押しまず 

-^3/^^を長巧しして、再生中のトラックをサーチします。 

-を巧すと、次のトラックの先頭にスキップします。 

-を巧すと、再生中のトラックの先頭にスキップします。 

-を短く 2回巧すと、前のトラックの先頭にスキップします。 

WMA / MP 3 ファイルをフオルダに分けて USB デバイスに記録しているときは、("を巧してフオル 
ダを選びます。 ^ 

また、数字ボタンの+10/ -10 ボタンを巧して、フォルダ内のファイルをすばやくスキップでさます。 


I ランダム再生ずる 

① を押しまず 

ディスプレイにピが表示されます。 

再度^3を巧すと、ランダム再生は解除されます。 


广 ごま意- 

本機コント□ーラー部ち側面の USB デバ'イス端子に接続す 
る際は、 USB デバイスのあ損を防ぐために十分なスペース 
を確保してください。 



















US 目デバイスを再生する 


1" 再生を停止ずる 

①^を 押しまず 

ディスプレイに US 目メディア内のファイル数が表示されます。 


► USB デバイスについて 

• 本機は FAT 32 形式でフオーマットされた、マスストレージクラスまたは MTP 対応のフラッシュメモリー 
ドライプと八ードディスクドライプに対応しています。 

-対応している USB デバイスであっても本機で認識しないことがあります。 

- US 目八プは使用しないでください。 

-本機が対応する MP 3/ WMA ファイルは料下のとおりです。 



ビットレート 

サンプリング周波数 

お張子 

MP3 ファイル 

32/44.1/48kHz 

3吕〜 320kbps 

.mp3 

WMA ファイル 

32/44.1/48kHz 

巨4〜1 92kbps 

.wma 


- MP 3 / WMA ファイル名には必ず対応する拡張テをつけてください。 

-著作権保護されたファイルは再生で去ません。 

-対応する MP 3 / WMA ファイル总がのデータが記録されていると再生でさないことがあります。 
-巧応する MP 3 /WMA ファイルであってち本機で再生できないことがあります。 

-一つのフオルダ内のフオルダと トラックの 数は、最大 日日日日 曲こ制限されます。 

-お使いのパソコンによっては、トラック数が正しく表示されないことがあります。 















iPod を再生ずる 
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I Bridge II ドッキングステーンョンにお手持ちの iPod をセットする 

* Bridge II ドッキングステーションは JBL SAS 1 OOSU には付属しません。 

①ユニパ’ーサル Dock アダプターを Bridge 
II ドッキングステーションにセットしまず 

iPod に付属または市販のユニバーサル Dock ア 
ダプターを目 rid 邑 e II ドッキングステーションに 
セットします。 

⑥ iPod を 己 ridge II ドッキング ステーショ 
ンにセットしまず 

广 ごミち意-^ 

-ご使用になる iPod と適合しないアダプターを取り付けて 
Dock 接続すると、ぐらつきび生じ、双方の Dock コネク 
ターを破損する可能性びあります。 

- iPod を取りがすとさは、再生び止まった状態で取り外し 
て < ださい。 

- Bridge II ドッキングステーションのアタッチ;><ントびは 
ずれた場合は、上か日軽く押し込むよラにしてセットし直 
して < ださい。 


► Bridge II ドッキングステーシヨンか6ユニパーサル Dock アダプ 
ターを はずす 

① Bridge II ドッキングステーシヨンのアタッチメント 
ごとユニパーサル Dock アダプターをはずしまず 

⑨ Bridge II ドッキングステーシヨンのアタッチメント 
の裏か6押して、アタッチメントか6ユニパーサル 
Dock アダプターをはずしまず 

③ Bridge II ドッキングステーシヨンのアタッチメント 
を Grid 旨 e II ドッキングステーシヨンにセツトしまず 




吕〇 














iPod を再生する 


t リモートコント□—ルで iPod をコント□—ルずる 


本機の IJ モートコント□ールを使用して接続した 
iPod をコント□ールすることができます。 


-再生を開始-一時停止します。 
• iPod の wi に対応しています。 



. 再生中の巧の先頭にスキップします。 

-2回押すと前の a の先頭にスキップします。 
• iPod の I ◄◄に対応しています。 



-長押しすると再生が早戻しされます。 



-次の巧の先頭にスキップします。 
• iPod の►►に対応しています。 



-長押しすると再生が早送りされます。 



-メニュー項目を選択します。 

- iPod クリックホイールの操作（左回り/ち回り） 
に対応しています。 



• 一つ前のメニューに戻ります。 

- iPod の MENU キーに対応しています。 

(Writer) 

-メニュー項目を選択します。 

- iPod のセンターボタンに対応しています。 

广 ご注意- 

iPod touch では、本機のリモートコント□-ルによる操作 
は iPod メニューに関する操作に限日れます。 


I "ランダム再生ずる 

① を押しまず 

再度を巧すと、ランダム再生は解除されます。 


► 本機に巧なする iPod (2009 年11月現巧) 


-第4世代じ(降の iPod - iPod classic 


- iPod nano 

圏 圖 

iPod mini IPod 

4G8 6C8 4th generation 

20GB 


- iPod touch 


圍 圍 

iPod iPod 

4th generation 4th generation 

40GB (color display) 

20GB 30GB 


- iPod mini 



iPod 

4th generation 
(color display) 
40GB 60GB 



iPod nano 
1st generation 
1GB 2GB 4GB 



iPod 

5th generation 
(video) 
30GB 



5th generation 
{video) 
60GB 80GB 



iPod nano 
2nd generation 


iPod classic 
80GB 160GB 


iPod nano iPod touch 

3rd generation 1st generation 

(video) 8 白 B 16GB 32GB 

4GB 8GB 


iPod classic 
120GB 


iPod はホ国およびその他の国で登録されている Apple , Inc . の登録商標です。 



iPod nano iPod touch iPod nano 

4th generation (video) 2nd generation 5th generation (video camera) 
8GB 16GB 8GB 16GB 32G 日 8GB 16GB 


-ご注意- 

- iPhone . iPod (第 1 、第2、第3世代）には対応していません。 

-お使いの iPod やファームウェアのバージョンによっては、すべての機能びお使いいただけない場合びあります。 

•最新の iPod 対応状況については、弊社ホームページに掲載いたします。また、サポート情報はメールなどでちご案内いたしま 
すので、オンラインご愛用者登録をお勧めいたします。 

http :// www . harman - design . jp / sasl 00/ 

- iPod のファームウェアアップデートによって、現在お使いいただける機能の一部び将来制限される可能性びあ0ます。 
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FM ラジオを聞 < 


放送局を受信ずる 


① 


まず 


j を巧して、放送局を受信し 


押すたびに周波数を 0.0 已 MHz ずつ上下させるこ 
とがで去ます。 

長押しすると、受信で壬る放送局を自動的にサー 
チします。 


ヒント 

受信状態がよくなるよラに FM アンテナの位置を調 
整してください。 

電波の受信状態に応じて、自動的にステレオ受信と 
モノラル受信が切り替わ0ます。 

また、を押してステレオ受信とモノラル受信 
を切り替えることができます。 

お住まいの地域の電波の状況によっては、ラジオを 
受信できないことがあります。 


お気に入りの放送局を登録ずる 

お気に入りの放送局を登録して簡単に呼び出すことがでさます。 

①を押して、登録したい放送局を受信しまず 


] を押しまず 


⑤ E 

-空いているプリセット番号が表示されます。表示されたプリセット番号に登録する場合は^を押します。 
•他のプリセット番号に登録する際は、数字キーで希望の番号を入力し、を押します。 

•最大30局を登録できます。一杯になると、古いプリセット番号から順に上書きされます。 


登録した放送局を呼び出すとさは 


P " sWbW < または数字キーを押して、プリセット番号を入力します。 


登録した放送局を削除ずる 

拟下の手順で不要な放送局を削除します。 

または数字キーでプリセット番号を入力して、削除したい放送局を受信しまず 
] を巧してか5爲而を押して、放送局を削除しまず 














プ□グラム再生をおこな 


m 


本機では、オーディオ CD やデータ CD 、 US 目デバイスのトラックを使ってプレイリストを作成し、プ□グラ 
ム再生をおこなラことがで壬ます。 

本機の電源がオフになったり、 CD や US 目デバイスが取り出されると、プレイリストは破棄されます。また、 
再生ソースを切り替えてもプレイリストは破棄されます。 

I "プレイリストを作ぶずる 

①本機の再生が停止していることを確認します 

⑨を押して、プ□グラム再生モードに切り替えまず 

プ□グラム再生モードを辭除するには、 rT = i を押しまず。 

⑨や^^/^^、数字キー等を使ってプレイリストに追加したいトラックを 
選び、を押してプレイリストに追加しまず 

④手順③を繰り返し、プレイリストに登録したいトラックを追加しまず 

-プレイリストには最大日曰トラックまで登録することがでさます。 

•登録を間違った場合は、「プレイリストを編集する」を参考にしてトラックを削除してください。 

⑥ を押して、プ□グラム再生を開始しまず 

•再生中は、プレイリスト中のエントリー番号と、 CD 上のトラック番号が表示されます。 

-プレイリストの最後まで再生すると、プレイリストの先頭に戻って再生します。 

-プ□グラム再生を開始せずにトラックの追加を終了したし)場合は^□を巧します。 

I "プ□グラム再生を停止ずる 

①巳^を押しまず 

-再びプ□グラム再生を開始するには、を巧します。 

-プレイリストは本機に保存されています。 

I "プレイ U ストを確認ずる 

①再生停止中に^^を巧しまず 

押すたびに、プレイリスト内の次のトラックを確認で壬ます。 

I "プログラム再生を終了ずる 

①再生停止中にを巧しまず 

作成したプレイリストは破棄され、プ□グラム再生が終了します。 




























FM ラジオを 聞 < 


I プレイリストを編集ずる 
► トラックを追加する 

f 1 1 『 Pro が Mem 3 を押しまず 

「プレイリストを作成する」の手順 ③に 従ってトラックを追加します。 

⑨を押して、プ□グラム再生を再開しまず 

► トラックを削除する 

①再生停止中に^^を繰り返し押して、削除ずるトラックを表示しまず 
⑨を押して、トラックを削除しまず 

□を巧した後、ホ旧し了.プ□グラム再生を再開しまず 














タイ 7 —機能をほ 


m 


I スリープタイクーをなつ 

①©を押しまず 

-繰り返し押して、]0分から日0分まで] 0分刻みで設定できます。 
-スリープタイマーを解除するには、日げに設定します。 

設定した時間が経過すると本機は自動的にスタンパ‘イ状態になります。 


I タイマー再を機能を巧う 

本機では、2系統 （ Alarm 1/ Alarm 2) のタイマー再生設定をおこなラことがで舌ます。また、ひとつの系 
統の中でも、タイマー再生の日 n /日げやタイマー再生時刻を平日と週末に分けて設定することができます。 

再生ソースやタイマー再生時刻は Alarm 1 /Alarm 2別々に設定することができますが、再生時間設定、スヌー 
ズ設定、再生音量設定は Alarm 1 / Alarm 2共通です。 

大音量や長時間のタイマー再生は、お隣環境に迷惑となる場合があります。注意して設定してください。 
タイマー再生が日 n のとき、時計表示を日 n (14 ページ）に設定していると、電源がオフのときにディスプレ 
イに 「 Al 1」または rAI 2 J と表示されます。 

► 平日のタイマー再を On / Off を切り替える 

①本機の電源が入っていることを確認しまず 
⑨ fcsaj を巧して設定メニューをディスプレイに表示させまず 

③ を繰り返し J 甲して、ディスプレイに 「Alarm Setup」 を表示させ、 逼资 を押し 
まず 

④ り を繰り返し押して、 「Alarm 1」または 「Alarms」 を表示させ、 硕 を押し 
まず 

⑥ を繰り返し押して、 「Weekday: On」 または 「Weekday: Off」 を表示させ、 
旬咬を巧しまず 

⑥ G / りを巧して、平日のタイマー設定の On/Off を選択しまず 

⑦ （g) を押して、設定を保存しまず 





タイマー機能を使ミ 


► 平日のタイマー再を時刻を設定する 

⑧ 〇/〇 を繰り返し押して 、 「Weekday Time 」 を表示させ、 （ S ) を押しまず 

⑨ 数字キーを押して、再生時刻を入力しまず 

-時計を24時間表おにしている場合 
時刻を4巧の数きで入力します。例：12:34^「1234」と入力します 
‘時計を12時間表おにしている場合 

時刻を4巧の数きで入力し、がを巧した後、〇/〇を巧して 「 AM 」 または rPMJ を選択します。 
例：午後8:34 一「0834」と入力、迴がを巧した後、 り /:I >) を巧します。 

-数宇キーを巧さずに运！がを巧すと、「時」設定は変更せずに「分」設定をおこなラことができます。「分」 
設定を2巧の数字で入力します。 

⑩ （ g ) を押して、設定を保存しまず 

► 週末のタイマー再生 On / Off を切り替える 

⑩ を繰り返し押して、 「 Weekend : OnJ または 「 Weekend : OffJ を表示させ、 
を押しまず 

⑩〇/〇 を巧して、週末のタイマー設定の On / 0斤を選択しまず 
⑩ （ g ) を押して、設定を保をしまず 

► 週末のタイマー再生時間を設定する 

@ 〇/〇を繰り返し巧して 、 「Weekend TimeJ を表示させ、這婪を押しまず 

© 数字キーを巧して、再生時刻を入力しまず 

「平日のタイマー再生時刻を設定する」と同じよ5に入力します。 

颇を巧して、設定を保をしまず 

► 再をソースを設定する 

⑩〇/〇 を繰0返し巧して、に〇11に6]を表示させ、 （ g ) を押しまず 
⑩〇/〇 を繰0返し}甲して、ちをしたいソースを選択しまず 
通）を押して、設定を保存しまず 
翅)長豐 J を3回巧して、再生画面に戻りまず 
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タイマー機能を使ラ 


► タイマー再を継続時間を設定する 

この設定は Alarm 1/ Alarm 吕とちに共通でず。ここで設定した時間アラーム再生をおこないます。 

①本機の電源び入っていることを確認しまず 

⑨ fcaj を押して設定メニユーをディスプレイに表示させまず 

③ し ^ /y を繰0返し押して、ディスプレイに 「Alarm Setup 」 を表示させ、 （ g ) を押し 
ます 

④ りを繰り返し押して、 「 Timeout ! を表示させ、 dii 夢を押しまず 

⑥ G / y を繰0返し押して、タイマー再生時 PS を設定しまず 

10分か日60分まで、10分刻みで設定できます。 

⑥ （ g ) を巧して、設定を保をしまず 

► スヌーズ時間を設定する 

この設定は Alarm 1 / Alarm 吕とちに共通です。アラーム再生中に©または©を押して再生を中断した後、 
再び再生するまでの時間を設定します。 

時計表示が On (14 ページ）のとを、スヌーズ中はディスプレイに 「 Snoozed 」 と表示されます。 

⑦ を繰り返し押して、 rsnoozej を表示させ、逼贫を押しまず 

⑥を繰0返し押して、スヌーズ時間を設定しまず 

已分か日30分まで、已分刻みで設定できます。 

⑨ （ g ) を押して、設定を保存しまず 

► アラーム再生音量を設定します 

この設定は Alarm 1/ Alarm 2とちに共通です。 

⑩ りを繰0返し押して、 「 Level 」 を表をさせ、逼受)を押しまず 

⑩ G / y を繰0返し押して、タイマー再生音量を設定しまず 

-80 dB か6 +10服まで設定できます。機器の故障を防ぐため、〇服を超える音量設定は避けてください。 

⑩ を巧して、設定を保をしまず 
⑩ QSJ を吕回巧して、再生画面に戻りまず 
@ @を押して、電源をオフにしまず 

I "タイマー再生を解除ずる 

①©を巧し、電源び切れたことを確認した後、@をもう一度押しまず 

アラーム再生が解除されます。 






I ンコント□-ル 


本機では I 'ーンコント□ール設定でお好みで高音域やほ音域を強調/ほ減したり、ステレオバランスを調整す 
ることがでさます。 

► 高音域を調整する 

①本機の電源び入っていることを確認しまず 

⑨控些 を押して、設定メニューをディスプレイに表示させまず 

⑨0/〇 を繰り返し押して、ディスプレイにに口631<6「 Setup 」 を表示させ、 （ g ) を押 
します 

④〇/〇 を繰 0 返し押して、ディスプレイに 「 Treble 」 を表示させ、 （ g ) を押します 

⑥〇/〇 を繰0返し押して、高音域の ills をおこないまず 

- lOdB か!5 +1 OdB まで設定できます。 

⑥ 逼珍を押して、設定を保存しまず 

► ほ音域を調整する 

⑦ 〇/〇 を繰0返し押して、ディスプレイに reassj を表示させ、 を婪 を押しまず 

⑧ 〇/〇 を繰0返し押して、■(氏音域の罪!整をおこないまず 

-1 OdB か S +1〇服まで設定できます。 

⑨ （ g ) を押して、設定を保存しまず 

► ステレオバランスを調整する 

本機の再生中に左ちの音のバランスが悪いときのみ調整してください。 

⑩ 〇/〇を繰〇^§し押して、ディスプレイに 「 Balance 」 を表示させ、 （ g ) を押しまず 

⑩〇/〇 を繰0返し押して、ステレオバランスの ills をおこないまず 

• L 12 〜 L 1、 Center 、 R 1 〜 R 1 2から選択できます。 

-設定に応じて、左ちの音量を最大で1 2 d 目強調して再生します。 

© ( S ) を巧して、設定を保存しまず 

を2回巧して、再生画面に戻りまず 





その化 


I "システムのパージョンを確認ずる 

似下の手順でシステムのバージョンを確認することがで舌ます。弊社東京サービスセンターにお問い合わせい 
ただく際には、あらかじめシステムのバージョンを調べておいてください。 

①本機の電源び入っていることを確認しまず 

⑨ を押して、設定メニューをディスプレイに表示させまず 

③ し^/を繰り返し押して 「System Version 」 を表示させ、逼珍を押しまず 

⑩ OsJ を吕回押して、再生画面に戻りまず 

I "システムを U セットずる 

システムが不安定になった場合は、む下の手順でシステムをリセットしてください。問題が解消することがあ 
0ます。 

广 ごま意-^ 

システムを U セットすると、 FM ラジオのプ U セットび工場出荷時の状態に戻ります。22ページを参考に、プ U セットを登録し 
直して < ださい。 

①本機の電源が入っていることを確認しまず 
⑨を押して、設定メニューをディスプレイに表示させます 

⑨を繰り返し押して Reset 」 を表示させ、這珍を押します 

確認を巧めるメッセージがディスプレイに表示されます。 

④ （ g ) を押して、システムをリセットしまず 

f 本機のお手入れについて 

-本体が汚れたときは、乾いた柔5かい巧で}式いてください。シンナーやベンジンなど、揮発性の溶剤を含む 
ちのは絶対に使用しないでください。また、スプレー式殺虫剤などがかか5ないよ5にごま意ください。 

• グリルは水洗いしないでください。グリルに色む6や、たるみが発生する恐れがありまず。 

-スピーカーユニットに手が触れないよラ十分ごま意ください。 
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トラブルシ 



_原因_ I _おミ夫法_ 


電源は入るが、音が出ない。 

し^を巧して再生が一時停止になっていないかご確認ください。 

©を押して S ユート機能びオンになっていないかご確認ください。 

>^"1 を押して音量を上げてください。 

入カソースをご確認<ださい。外部機器をお使いの場合は、本機と外部機器の接続を 
確認し、列部機器で正しく再生がおこなわれているかご確認ください。 

へッドホンを接続している場合は、へッドホンをがしてください。 

左ちの音のバランスが悪い。 

左ちのスピーカーの極性が正しく接続されているかご確認<ださい。また、ケーブル 
同±が接触していないかどラかご確認ください。 

ステレオバランスの調整 （28 ページ）をおこなってください。 

スピーカーに問題が発生している可能性がありまず。販売店または弊社東京サービス 
センターに点検を巧頼して<ださい。 

リモートコント□ールで操作でをない。 

乾電池が消耗している場合は、乾電池を交換してください。 

リモートコント□ールを本機のリモートコント□ール受光窓 （10 ページ）に向けて 
操作してください。 

本機のリモートコント□ール受光窓 （10 ページ）に直射日光があたっていないかご 
確認ください。 

MP 3 / WMA ファイルが再をでをない 

ファイルが著作権保護されているか、対応していないフォーマット （1 色ページ、1目 
ページ）の可能性がありまず。他のファイルを選んでください。 

CD - R / CD - RW を認識しない 

CD-R / CD - RW がファイナライズされているかどうかご確認ください。 

CD の記録げ態が悪い可能性があります。正しく記録された CD をご使用ください。 

USB デバイスを認識しない 

US 巨デバイスが正しく接続されているかご確認ください。 

本機が対応していない USB デバイス （ 1日ページ)を接続している可能性があります。 
本機が対応している USB デバイスを接続してください。 

USB パブを使用していないかご確認ください。 

USB デバイスが FAT 32 iU 列のフォーマットになっていないかご確認ください。 

USB デ/(イスが複数のノくーテイシヨンに分かれている可能性がありまず。複数のパー 
テイシヨンに分かれている場合は、第ーパーテイシヨンに記録されている MP 3 / 
WMA ファイルのみ再生でをます。 

ラジオ受信時にノイズが混ざる。 

ノイズがかなくなるよラ、アンテナの位置を調壁してください。 

アンテナの接続を確認してください。 

システムの挙動がおかしい 

システムをリセット（前ページ）してください。システムを U セットしてち直5ない 
場合は、弊社東京サービスセンターに点検を依頼してください。 
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主な仕様 


定格出力 

白己 W X 2 

スピーカー構成 

2ウェイブックシェルフ型 

(12 己 mm 径フラットダイアフラムウーファー、2己 mm 径 MMD 廊ドームツイータ ー) 

システム周波数特性 

20 HZ 〜3己 kHz 

CD プレーヤー部 

[対応 CD ] 音楽 CD 、 CD - R / RWC 音楽 CD 、 MP 3、 WMA ) 

[再生機能]ランダム再生 

iPod Dock 部 

ユニ )くーサ J レドックアダプター対応 

[対応 iPod (2 日09年11月現在)]第4世巧ク U ックホイールしツ降の iPod、iPod classic、iPod nano 、 
iPod mini . iPod touch 
* iPhone には対応しておりません。 

FM チユーナー部 

[受信周波数] 7巨.日 MHz 〜9日.日 MHz * AM チューナーは搭載しておりません。 

[関連機能]プリセット;<モリー： 3日 

ク□ック部 

時刻表お、アラーム機能、ス U —プタイマー 

音声入力 

iPod dock (Bridge II ) x K S / PDIF 角型 x 2、同軸デジタル x 2、ステレオミニ x 1、 

RCA ステレオ X 2 、 PHONO ( MM ) X 1 

音声出力 

ヘッドホン（ステレオミニ） X 1、 RCA ステレオ X 1、同軸デジタル X ] 

USB 端子 

TypeA x 2 

電源電圧 

1曰 OV (己 0 HZ /60 HZ ) 

消費電力 

1已 0 W 政下 

待機時消費電力 

2 W 政下（時計表示時)、 1 W 政下（時計非表示時） 

サイズ 

コント □ —フー：幅240 mm X 局さ白日 mm x 奧わ2已 Omm (突起物含む） 

アンプ： 幅 240 mm x 高さ白日 mm x 奥行 270 mm (突起物含む） 

スピーカー: 幅 1 S 1 mm X 高さ 272 mm X 奥行 2] 日 mm (突起物含む） 

重量 

コント□ーラー： 2 k 呂 
アンプ： 2.7 k 呂 

スピーカー： 4.2 kg X 2 

付属品 

電源ケーブル X 1 

U モートコント□-ル X 1 

Bridge II ドッキングステーシヨン x ] 

FM アンテナケープル X 1 
スピーカーケーブル X 2 
本体接続用 U ボンケーブル X 1 
単4乾電池 （3 本） X 1 
曰本語取扱説明書（本冊子） 

保証書（曰本国内]年保証、箱に添付） 


* 仕様および外観は、製品の改良のため予告なく変更することがあります。 

*巧応 iPod などの最新情報は http :// www . harman - design . jp / sasl 00/をご覧ください。 
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► オンラインご愛用者営録のご案内 

この度は J 目 L 製品をご購入いただき誠にありがとラございます。弊社では J 目 L 製品のご購入者を对象に、ホー 
ムページ上にてオンラインご愛用者登録をおこなっております。ご登録いただいたお客様には、サポート情報 
やキャンペーン情報、新製品情報など JBL 製品の最新情報をお送りいたします。 

http://www.harman-design.jp/sas1 00/ 

このアドレスでトップページにアクセスし、「ご愛用者登録」をクリックしてください。 

携帯電話からはご登録でさませんのでご注意ください。 

※ご愛用者登録でご不明な点がございましたら、下記連絡先へお問い合わせ<ださい。 

E - mail : support @ harman - multimedia.jp 

Tel . 0己 0- 已已6 1-1 已60 


► アフターヴポート 

日本国内の アフター サポートに関する情報は、 A —マンインターナショナル株式会社ホームページに掲載して 
います。 

http://www.harman-design.jp/sas1 00/ 

曰本国内のアフターサポートに関するお問い合わせは、八ーマンインターナショナル株式会社東京サービス 
センターまでご連絡ください。 

A — マンインターナショナル株式会社東京サービスセンター 
干 ] 3已 -0033 東京都江東区裸川 1-6-29 結城運輸倉庫（株）内 
Tel . 0己 0- 已已6 1-1 已60 
E - mail : support @ harman - multimedia.jp 
http :// www . harman - design . jp / 
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